
第６回
フリーソフトの併用



含み益を逃さないフリーソフトの紹介①
【Step１】EA：『Close_Basket_Profit』をMT４へ入れる
【Step２】EA：『Close_Basket_Profit』を新規チャートへセット
【Step３】“全般”タブと“パラメーター入力”タブを設定

ドラッグ&ドロップ



含み益を逃さないフリーソフトの紹介②

“ProfitTarget”に入力する数値
⇒使用口座の通貨単位での利益目標を入力
口座がドル口座ならドル単位
口座が円口座なら円単位

現在、保有している
ポジションの合計損益が、
その利益目標に達すると
全てのポジションを決済する



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）①

（１）インディケーター『BolliToucher1』をUSDJPYの１時間チャートへセット

（２）USDJPYの通貨にて、３σ（－３σ）への行き過ぎが起こる

（３）myfxbookのサイトで、USDJPYとの
相関係数（４時間足でみた場合）を調べる

（４）スプレッドが狭く、（正＆逆）相関係数が高い通貨を両建てする

（５）方向性が確定したら、含み損ポジションを損切りする

（６）EA：『Close_Basket_Profit』に
『損をした金額』＋『欲しい利益』の数値を設定する



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）②

【Step４】インディケーター『BolliToucher1』をUSDJPYの１時間チャートへセット
【Step５】“パラメーター入力”タブを以下のように設定

ドラッグ&ドロップ

ボリンジャーバンドの期間

ボリンジャーバンドの標準偏差

矢印とローソク足の距離（Pips）



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）③
【Step６】“色の設定”タブを以下のように設定

ボリンジャーバンドの色

矢印の色と大きさ

＜USDJPY１時間足チャート＞

【Step７】矢印＆アラートを待つ



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）④

【Step８】USDJPYと相関係数が
高い通貨をmyfxbookで調べる

【Step９】“Timeframe”=4Hours、
９０（－９０）または８０（－８０）または７０（－７０）と入力



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）⑤
【Step１０】“USDJPY”をクリックして、相関係数が高い順番に並べる

＜ポイント＞
出来る限りスプレッドが小さい通貨を見つける



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）⑥
【Step１１】“USDJPY”をクリックして、相関係数が低い順番に並べる

＜ポイント＞
出来る限りスプレッドが小さい通貨を見つける



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）⑦

【Step１２】MT４において、myfxbookで見つけた各通貨の両建てポジションを持つ

【Step１３】相場の方向性がはっきりしたら、含み損のポジションを決済

【Step１４】EA：『Close_Basket_Profit』にて、一定の利益に達したら決済
⇒一定の利益＝（含み損で損をした金額）＋（利益）



含み益を逃さないフリーソフトの紹介（応用編）⑧

（１）インディケーター『BolliToucher1』を使って、ボリンジャーバンドの３シグマを待つ
⇒価格の行き過ぎを待つ

（２）価格の行き過ぎを発見したら、その通貨と相関係数が高い通貨を探す
※スプレッドが小さい通貨を探す

（３）見つけた通貨で両建てをする

（４）価格の行き過ぎが修正され方向性がはっきりしたら、含み損を決済する

（５）EA：『Close_Basket_Profit』にて、
（含み損を決済して損した金額）＋（利益）を見込んだ数値を設定する



TrendTiger_EAとフリーソフトの併用方法

TrendTiger_EAにセットされているパラメーター
←過去のヒストリカルデーターから算出された数値

フォワードで、相場ブレイクアウトの天井や底にジャストフィットするわけでは無い

EA：『Close_Basket_Profit』を併用すれば、ある一定の金額に達していれば
TrendTiger_EAのポジションを自動的に決済してくれる


